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高 性 能 住 宅 必 須 ！換 気 効 果 を容 易 にチェック！ 

室内空気質は二酸化炭素濃度が基準 
  

 

☆ 高 性 能 住 宅 の室 内 空 気 質 のチェックは二 酸 化 炭 素 濃 度 が重 要 です。 

 

日 本 ではほとんど議 論 されていませんが、スウェーデンではビルばかり

で な く 一 般 の 住 宅 （ 集 合 ・ 戸 建 て 共 ） に おいて も 、 人 が暮 ら し て いる

状 態 で二 酸 化 炭 素 濃 度 が 1000ppm 以 下 になっているかは

重 要 な 議 論 の 一 つ で す 。 今 ま で の 機 器 で は 大 げ さ ・ 時 間 が か

か る・ 機 器 が 大 き い・ 機 器 の コ スト が高 いな ど そ の 測 定 は 容 易

でありませんでした。 

 

二 酸 化 炭 素 センサでは世 界 最 大 の実 績 を誇 る SenseA i r

社 がポータブルで高 性 能 ・高 機 能 な二 酸 化 炭 素 濃 度 測 定 器 を

開 発 ・発 売 しました。製 品 が良 いばかりでなく、簡 単 に測 定 ができ

しかも従 来 機 に比 べると半 額 レベルまでコストダウンできたのです。 

 

実 際 、 換 気 シ ス テ ム の 給 気 タ ー ミ ナ ル を 閉 め て 就 寝 す る と 寝

室 では 1500～1800ppm くらいまで二 酸 化 炭 素 濃 度 が上 がりま

す。換 気 システムが止 まってしまうと簡 単 に 2000ppm を超 えます。

当 然 個 人 差 があり ますが、1500ppm を超 え た状 態 に長 くいると

頭 痛 や倦 怠 感 など慢 性 的 な疾 患 になる可 能 性 があります。このようなことを一

般 の方 は理 解 せず安 易 に開 閉 や入 り切 りをしています。 

 

また 、も っと 厄 介 な のが 、換 気 シ ス テム の 一 部 の機 器 で は 、仕 様 上 で 改 正 建 築 基 準 法 の

求 める換 気 量 が確 保 されていても、実 際 には、電 気 を消 費 し、騒 音 と振 動 を出 し、換 気 量 が

足 りないケースは少 なくありません。全 体 としての換 気 量 不 足 、部 分 的 な換 気 量 過 多 や不 足

が発 生 することがあります。また、換 気 量 を測 定 し必 要 量 が確 保 できているように見 えても、建

物 の気 密 不 良 を原 因 とする異 常 な自 然 換 気 量 の増 大 が起 きます。 

 

そのほかでも、二 酸 化 炭 素 の濃 度 測 定 は過 乾 燥 、過 剰 湿 度 、臭 気 の滞 留 、アレルギーや

アトピーなどの空 気 質 異 常 の原 因 調 査 の一 つとして有 効 な方 法 です。 

 

二 酸 化 炭 素 濃 度 の測 定 を気 密 試 験 や換 気 量 試 験 同 様 定 常 化 し、より良 い住 環 境 を顧

客 に提 供 できるツールになります。しかも、前 述 のようなトラブルを未 然 に防 ぎ、起 きたトラブルを

容 易 に快 活 するツールとしても有 益 です。本 物 の高 性 能 な住 宅 は顧 客 に最 良 の住 環 境 を提

供 できますが、室 内 空 気 質 の向 上 で真 のストレスフリーの家 を目 指 してください。 

 

ｐSENSE-ampRH には弊 社 監 修 、二 酸 化 炭 素 濃 度 と高 性 能 住 宅 と題 した活 用 マニュアル

を添 付 します。また、皆 様 の測 定 結 果 を報 告 いただければ、弊 社 の管 理 においてデータ共 有

をし、よりハイレベルな空 気 質 の議 論 ができるように皆 様 へノウハウの発 信 を継 続 していきたいと

考 えていますので併 せましてご理 解 をいただけましたら幸 いです。



 

pSENSE-ampRH Ｃ Ｏ ２ ＋ 温 度 ＋ 湿 度 計  
０～５０００ｐｐｍ＋温 度 ＋湿 度 測 定  

温 度 、 湿 度 も 同 時 に 測 定 ・ 表 示 で き る ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ レ ン ジ の ロ ー コ ス ト 、 ハ ン デ ィ タ イ プ Ｃ Ｏ ２ 計 で す 。 Ｍ

Ａ Ｘ 、 Ｍ Ｉ Ｎ 、 平 均 値 の ほ か 、 Ｔ Ｗ Ａ （ 時 間 加 重 平 均 ） 、 Ｓ Ｔ Ｅ L （ 短 時 間 暴 露 許 容 濃 度 ） も 表 示 で き 、 警

報 ブザー、 デジ タ ル出 力 機 能 も 内 蔵 し て います（ ＲＳ２ ３ ２） 。  

▇  Ｎ Ｄ Ｉ Ｒ （ 非 分 散 型 赤 外 線 吸 収 法 ） 方 式 、 測 定 範 囲 ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ .  

▇  Ｃ Ｏ ２ ＋ 温 度 （ － １ ０ ～ ６ ０ ℃ ） ＋ 湿 度 （ ０ ～ ９ ９ . ９ ％ Ｒ Ｈ ） 同 時 表 示  

▇  Ｍ Ａ Ｘ 、 Ｍ Ｉ Ｎ 、 平 均 値 、 Ｔ Ｗ Ａ 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｌ を 演 算 表 示  

▇  Ｒ Ｓ ２ ３ ２ 出 力 機 能 、 自 動 自 己 診 断 機 能 、 警 報 ブ ザ ー 内 蔵  

▇  ２ ４ 時 間 超 の 電 池 寿 命 、 簡 単 校 正  

 

pSENSE-amp ポータブルＣＯ ２ ＋温 度 計  

０～２０００ｐｐｍ、ＲＳ２３２Ｃ出 力  

ロ ー コ ス ト 、 ハ ン デ ィ タ イ プ の Ｃ Ｏ ２ 計 で す 。 簡 単 な 操 作 で 周 辺 雰 囲 気 の Ｃ Ｏ ２ 濃 度 と 温 度 を 大 型 Ｌ Ｃ Ｄ に

表 示 し ま す。 Ｍ Ａ Ｘ、 Ｍ ＩＮ 、 平 均 値 の ほ か 、 Ｔ Ｗ Ａ （ 時 間 加 重 平 均 ） 、 ＳＴ Ｅ L （短 時 間 暴 露 許 容 濃 度 ） も

表 示 でき、 警 報 ブザー、 デジ タ ル出 力 機 能 も 内 蔵 し て います（ ＲＳ２ ３ ２） 。  

▇  Ｎ Ｄ Ｉ Ｒ （ 非 分 散 型 赤 外 線 吸 収 法 ） 方 式 、 測 定 範 囲 ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ .  

▇  Ｃ Ｏ ２ 濃 度 ＋ 温 度 （ － １ ０ ～ ６ ０ ℃ ） を 大 型 Ｌ Ｃ Ｄ に 同 時 表 示  

▇  Ｍ Ａ Ｘ 、 Ｍ Ｉ Ｎ 、 平 均 値 、 Ｔ Ｗ Ａ 、 Ｓ Ｔ Ｅ Ｌ を 演 算 表 示  

▇  Ｒ Ｓ ２ ３ ２ 出 力 機 能 、 自 動 自 己 診 断 機 能 、 警 報 ブ ザ ー 内 蔵  

▇  ２ ４ 時 間 超 の 電 池 寿 命 、 簡 単 校 正  

 
p S E N S E - a m p 、 p S E N S E - a m p R H の テ ク ニ カ ル デ ー タ  

  p S E N S E - a m p  p S E N S E - a m p R H  

Ｃ Ｏ ２ 測 定 ：  

動 作 原 理  Ｎ Ｄ Ｉ Ｒ （ 非 分 散 型 赤 外 線 吸 収 法 ） 、 金 メ ッ キ 処 理 光 学 セ ル  

ガ ス サ ン プ リ ン グ モ ー ド  拡 散 方 式  

応 答 時 間 ( 最 終 変 動

の ６ ３ ％ )  
約 ３ ０ 秒  

測 定 範 囲  ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｐ ｐ ｍ  

拡 張 測 定 範 囲  

（ 表 記 精 度 の 対 象

外 ）  

２ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ９ ｐ ｐ ｍ  ５ ０ ０ １ ～ ９ ９ ９ ９ ｐ ｐ ｍ  

精 度 ＋ ２ ５ ℃ 、 通 常 圧

力 に て ）  
± ７ ５ ｐ ｐ ｍ ± ５ ％ ｒ ｄ ｇ .  ± ３ ０ ｐ ｐ ｍ ± ５ ％ ｒ ｄ ｇ .  

気 圧 依 存 性  通 常 気 圧 か ら の ず れ に 対 し て ｋ Ｐ ａ 当 り ＋ １ . ６ ％ ｒ ｄ ｇ  

バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 校 正  新 鮮 な 空 気 に よ る マ ニ ュ ア ル 校 正  

温 度 測 定 ：  
測 定 範 囲  - １ ０ ℃ ～ ＋ ６ ０ ℃  

精 度  ± ０ . ６ ℃  

湿 度 測 定 ：  
測 定 範 囲  －  ０ ～ ９ ９ . ９ ％ Ｒ Ｈ  

精 度  －  ± ３ ％ Ｒ Ｈ （ ２ ５ ℃ 、 １ ０ ～ ９ ０ ％ Ｒ Ｈ ）  

 

Ｌ Ｃ Ｄ デ ィ ス プ レ ー 表 示

項 目  

Ｃ Ｏ ２ 濃 度 （ ｐ ｐ ｍ ） 、 空 気 温 度 、  

８ 時 間 Ｔ Ｗ Ａ 値 、 １ ５ 分 Ｓ Ｔ Ｅ Ｌ 値 、  

Ｍ Ａ Ｘ 、 Ｍ Ｉ Ｎ 値 、 電 池 充 電 状 態  

Ｃ Ｏ ２ 濃 度 （ ｐ ｐ ｍ ） 、 空 気 温 度 、  

湿 度 （ 露 点 、 湿 球 温 度 ） 、 ８ 時 間  

Ｔ Ｗ Ａ 値 、 １ ５ 分 Ｓ Ｔ Ｅ Ｌ 値 、 Ｍ Ａ Ｘ 、  

Ｍ Ｉ Ｎ 値 、 電 池 充 電 状 態  

ア ラ ー ム  

イ ン タ ー フ ェ ー

ス ：  

可 聴 ア ラ ー ム  ８ ０ ｄ Ｂ  

デ ジ タ ル イ ン タ ー フ ェ ー

ス  
Ｒ Ｓ ２ ３ ２ Ｃ （ ソ フ ト ウ ェ ア お よ び 接 続 ケ ー ブ ル は オ プ シ ョ ン ）  

Ｐ Ｃ ソ フ ト ウ ェ ア （ オ プ シ ョ

ン ）  
専 用 ソ フ ト ウ ェ ア Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ ９ ５ / ９ ８ / Ｎ Ｔ / Ｍ Ｅ / ２ ０ ０ ０ / Ｘ Ｐ 対 応  

電 源 ：  
電 源 ・ 電 池 寿 命  単 ３ 乾 電 池 × ４ 個 、 ＞ ２ ４ 時 間  

Ａ Ｃ ア ダ プ タ ー  Ｄ Ｃ ９ Ｖ ― １ Ａ  

そ の 他 一 般

特 性 ：  

適 合 規 格  Ｅ Ｍ Ｃ 指 令 ８ ９ / ３ ３ ６ Ｅ Ｅ Ｃ 、 Ｒ ｏ Ｈ Ｓ 指 令 ２ ０ ０ ２ / ９ ５ / Ｅ Ｇ  

保 存 温 度 範 囲  - ２ ０ ℃ ～ ＋ ６ ０ ℃  

動 作 温 度 範 囲  ０ ℃ ～ ＋ ５ ０ ℃  

動 作 湿 度 範 囲  ０ ～ ９ ５ ％ Ｒ Ｈ （ 結 露 な き こ と ）  

予 測 セ ン サ 寿 命  ＞ １ ５ 年  

自 己 診 断  エ ラ ー メ ッ セ ー ジ 表 示  

ウ ォ ー ム ア ッ プ 時 間  < ３ ０ 秒 （ フ ル ス ペ ッ ク ＜ １ ５ 分 ）  

ケ ー ス 材 質  Ａ Ｂ Ｓ / Ｐ Ｃ 混 合  

外 形 寸 法 （ Ｌ × Ｗ ×

Ｄ ） ・ 重 量  
２ １ ０ × ７ ０ × ５ ８ ｍ ｍ 、 １ ８ ０ ｇ  

標 準 セ ッ ト 構 成 品  本 体 、 単 ３ 乾 電 池 × ４ 個 、 キ ャ リ ン グ ケ ー ス 、 取 扱 説 明 書  

 
オ プ シ ョ ン  

Ａ Ｃ ア ダ プ タ ー 、 ソ フ ト ウ ェ ア ＋ Ｒ Ｓ ２ ３ ２ Ｃ ケ ー ブ ル  

湿 度 校 正 キ ッ ト （ 飽 和 塩 Ｈ Ｒ ３ ３ ％ お よ び Ｈ Ｄ ７ ５ ％ 、 各 １ ボ ト ル ）  

■ Ａ Ｂ Ｃ ア ル ゴ リ ズ ム  

セ ン ス エ ア Ｃ Ｏ ２ セ ン サ は メ ン テ ナ ン ス フ リ ー で す 。 こ の メ ン テ ナ ン ス フ リ ー 動 作 は 独 自 の “ Ａ Ｂ Ｃ ア ル ゴ リ ズ ム ” （ Ａ ｕ ｔ ｏ ｍ ａ ｔ ｉ ｃ  Ｂ ａ ｓ ｅ ｌ ｉ ｎ ｅ  
Ｃ ａ ｌ ｉ ｂ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ っ て サ ポ ー ト さ れ て い ま す 。 一 定 の 時 間 ・ 期 間 内 に サ ン プ リ ン グ さ れ た Ｃ Ｏ ２ 濃 度 の 最 小 値 を 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て
設 定 さ れ た 基 準 値 に ゆ る や か に 補 正 し 、 Ｃ Ｏ ２ セ ン サ の 長 期 的 な 自 動 校 正 を 行 い ま す 。 Ａ Ｂ Ｃ ア ル ゴ リ ズ ム の 各 パ ラ メ ー タ は セ ン ス エ
ア 社 の 研 究 と 実 績 か ら 得 ら れ た 最 適 値 に 設 定 さ れ て い ま す 。  

■ Ｔ Ｗ Ａ （ 時 間 加 重 平 均 ）  

通 常 の ８ 時 間 労 働 ま た は ４ ０ 時 間 週 労 働 に わ た っ て 時 間 平 均 値 を 求 め た 許 容 し 得 る 暴 露 濃 度 。  

■ Ｓ Ｔ Ｅ Ｌ （ 短 時 間 暴 露 許 容 濃 度 ）  

短 時 間 の 間 に 連 続 的 に 暴 露 し た 時 に 刺 激 や 損 傷 を 受 け ず に す む 濃 度 （ 一 般 的 に は １ ５ 分 間 ） 。  


